2027年度・計算機センター特別研究プロジェクト
【新規申込書】　Ｃプロジェクト（情報基盤高度化プロジェクト）用
年　　　　月　　　　日
計算機センター所長
久 保 山 　哲 二　殿
　下記のとおり計算機センター特別研究プロジェクト（Ｃプロジェクト）に申し込みます。
	■ Ｃプロジェクト（情報基盤高度化プロジェクト）について
・本学の情報基盤・情報環境（ネットワーク、情報セキュリティ、認証基盤、サーバ・クラウド基盤、教育・学習支援システム、研究データ基盤等）の技術的高度化に資する、実践的な調査・設計・開発・実証を対象とします。
・論文等の学術業績の公表は必須の成果要件としません。これに代えて、Ⅰ－５欄に記載する(1)成果物の公開または学内における実証導入と、(2)成果を説明する場を年度内に1回以上持つことが、必須の成果要件となります。
・単なる機器の更新・調達、通常業務としての保守運用、既製品の導入・設定のみを内容とする申請は対象となりません。技術的な調査・比較評価・設計・実装・実証のいずれかを実質的に含むことを要します。



	応　募　枠
	Ｃプロジェクト（情報基盤高度化プロジェクト）　30万円 〜 100万円

	プロジェクト名
	

	実 施 期 間
	2027年4月 　〜 　2028年3月

	研究代表者
	
	所属・職名
	

	連　絡　先
	内線：
	E-mail
	

	申　請　額
	　　　　　　　　　　　円（別紙２の合計額と一致させること）



	■ 提出前チェックリスト（すべてに☑を入れてから提出してください）
□　別紙１のⅠ－１〜Ⅰ－７のすべての欄に記入した（該当者はⅠ－８も記入した）。
□　Ⅰ－２欄に、他機関の事例・既製品・学内の既存の取り組みを調査したうえで、本プロジェクトとの差分を記載した。
□　Ⅰ－３欄に、対象とする技術と調査・比較評価・設計・実装・実証のどこまでを行うのかを具体的に記載した。
□　Ⅰ－５欄に、(1)成果物の公開・実証導入の計画と、(2)成果を説明する場の計画（形態を1つ以上選択）を記載した。
□　本学の情報基盤に直接関わる内容を含む場合、Ⅰ－９欄に関係部署との調整状況を記載した。
□　別紙２のすべての費目について、用途・単価・数量（回数・人数）を記入した。
□　報酬・謝礼および旅費について、明細欄に支払先の別・単価・回数・人数・必要性を記入した。
□　過去2年度（2025・2026年度）に代表者として採択されていた場合、Ⅰ－８欄に実施状況を記入した。
□　募集要項第10項（採択された場合、研究代表者および研究メンバーのうち本学に所属する者は当該年度の計算機センター研究員を委嘱され、研究員は次年度の選考委員となることがある）を了承した。
□　前年度と同様のテーマで申請する場合、Ⅰ－８欄に前年度課題の到達点・本申請で新たに取り組む事項・前年度課題との差分を記載した。
□　本応募資料は、研究代表者本人の学内メールアドレス（@gakushuin.ac.jp のもの）から、計算機センター事務室（cc-off@gakushuin.ac.jp）宛に送信する（押印は不要）。




別紙１
Ⅰ　実 施 計 画 書
	プロジェクト名
	

	研究代表者
	
	所属・職名
	



◆ 研究メンバー（代表を含め10名以内）
	区分
	所属・職名・氏名
	所属区分
	実施における役割（分担内容）

	代表
	
	
	

	分担
	
	
	

	分担
	
	
	

	分担
	
	
	

	分担
	
	
	

	分担
	
	
	

	分担
	
	
	


※「所属区分」欄には、本学（学部・研究科・センター・事務部署名）／学外（機関名）の別を記入してください。
	Ⅰ－１　対象とする課題と背景　【800字程度】
本学の情報基盤・情報環境において、どのような技術的課題に取り組むのかを記述してください。現状で何が問題となっているのか、なぜ今それに取り組む必要があるのかを具体的に記述してください。

	



	Ⅰ－２　既存の取り組み・技術動向との差分　【800字程度】
同種の課題について、他大学・他機関がどのように対応しているか、既製品・既存サービスで何が可能か、また学内で既にどのような取り組みが行われているかを調査したうえで、本プロジェクトがそれらと何が異なるのか、あえて本プロジェクトとして実施する理由を記述してください。参照した事例・文献・技術文書を具体的に挙げてください。

	



	Ⅰ－３　実施内容・方法（技術的内容）　【1,000字程度】
対象とする技術（プロトコル、製品、ソフトウェア、構成方式等）を具体的に特定したうえで、調査・比較評価・設計・実装・実証のうち何を、どこまで行うのかを記述してください。評価を行う場合は、何をもって良否を判断するのか（評価の観点・指標）も記述してください。各研究メンバーの担当を明記してください。

	



	Ⅰ－４　本学の情報環境への効果　【500字程度】
本プロジェクトの成果によって、誰（学生・教員・職員・特定の部署等）に、どのような効果が及ぶのかを具体的に記述してください。実証導入や運用への反映を想定している場合は、その見通しも記述してください。

	



Ⅰ－５　成果計画（必須）
(1)および(2)の双方について、具体的な計画を記入してください。実施した内容は「計算機センター年報」の研究報告に記載していただきます。
	(1)　成果物の公開または学内における実証導入　【必須】
公開・導入する成果物（ソフトウェア、設定・構築手順、設計・評価ドキュメント、データセット等）、公開先または導入範囲、公開・導入の時期を記入してください。

	



	(2)　成果を説明する場　【必須：次のいずれか1つ以上を選択してください】
年度内に1回以上実施してください。選択した形態、対象者・想定参加者、内容、実施時期を記入してください。
□　学内における研究会・セミナーの開催
□　本学の教職員または学生を対象とする技術講習会・ハンズオンの実施
□　学外の研究会・研究集会・技術コミュニティにおける発表
□　技術報告・解説記事の執筆

	



Ⅰ－６　年間スケジュール
主な実施事項および成果計画（研究会・講習会・公開等）の時期を四半期ごとに記入してください。
	時　期
	実 施 事 項

	2027年 4月〜6月
	

	2027年 7月〜9月
	

	2027年10月〜12月
	

	2028年 1月〜3月
	



	Ⅰ－７　想定されるリスクと対応　【400字程度】
計画どおりに進まない可能性がある事項（機器の調達、他部署との調整、外部講師の都合、技術的な不確実性等）と、その場合の対応方針を記述してください。

	



	Ⅰ－８　過年度採択課題の実施状況　【該当者のみ／600字程度】
2025年度または2026年度に本プロジェクトの代表者として採択されていた場合に記入してください。課題名、実施内容、得られた成果、対外発表・成果物公開等の実績、および報告義務（中間報告・成果報告会での報告・年報への掲載）の履行状況を記述してください。本申請が前年度課題と同一または類似のテーマである場合は、①前年度課題の到達点、②本申請において新たに取り組む事項、③前年度課題との差分を、それぞれ具体的に記載してください（必須）。この記載がない場合は要件不備として選考の対象外となり、記載があっても前年度課題からの実質的な発展が認められない場合は不採択となります。※ 該当しない場合は「該当なし」と記入してください。

	



	Ⅰ－９　関係部署との調整状況　【300字程度】
本学の情報基盤・情報環境に直接関わる内容（既存システムへの接続・変更、学内データの利用、ネットワーク構成の変更等）を含む場合は、計算機センターおよび関係部署との相談・調整の状況を記入してください。該当しない場合は「該当なし」と記入してください。

	



Ⅰ－１０　他の研究費・予算との関係
	研究費・予算の名称
	課題名・用途
	期　間
	本申請との関係・差分

	
	
	
	

	
	
	
	


※ 本申請の内容と関連する他の研究費、および部署の通常予算による調達計画がある場合は記入してください。該当がない場合は「該当なし」と記入してください。


別紙２
Ⅱ　予 算 計 画 書
	プロジェクト名
	

	研究代表者
	
	所属・職名
	



	特別研究費 項目
	配分額（円）
	内訳（品名・単価×数量／回数・人数）および実施計画上の必要性

	設備・備品費
	
	

	用品費
	
	

	雑品費
	
	

	図書費
	
	

	印刷費
	
	

	旅費
	
	

	諸会費
	
	

	会合費
	
	

	通信・運搬料
	
	

	委託費
	
	

	報酬・謝礼
	
	

	その他
	
	

	合　　計
	
	


※ 配分額を記入したすべての費目について、内訳欄に「何を・いくらで・いくつ（何回・何人分）」および実施計画上の必要性を記入してください。内訳の記載がない費目、「一式」等の記載にとどまる費目は減点の対象となります。機器・ソフトウェアの購入は、調査・実証の目的に照らして必要最小限であることを説明してください。


◆ 報酬・謝礼の明細
報酬・謝礼（研究会・講習会の講師謝礼を含む）を計上する場合は、下表に記入してください。合計額が申請額の30％を超える場合は、必要性の説明を特に詳しく記載してください（50％を超える場合は減点の対象となります）。源泉徴収分を含めた金額で記入してください。
	支払先の別（学外／学内、講師／作業補助 等）
	内容（依頼する作業・講演）
	単価（円）
	回数
	人数
	実施計画上の必要性

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	小　計
	　　　　　　　　　　　円　（申請額に占める割合：　　　　％）



◆ 旅費の明細
旅費を計上する場合は、下表に記入してください。旅費の合計はプロジェクト費の半額を超えることができません。海外出張旅費は支出できません。
	行　先
	目的（学会名・用務）
	単価（円）
	回数
	人数
	実施計画上の必要性

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	小　計
	　　　　　　　　　　　円　（申請額に占める割合：　　　　％）



	◆ 経費の必要性・妥当性　【600字程度】
実施規模・実施体制等をふまえ、経費の必要性・妥当性・積算根拠について記述してください。特定の費目が全体の大きな割合を占める場合は、当該経費の必要性を内訳とともに詳しく記述してください。機器・ソフトウェアの購入を計上する場合は、それが通常業務としての調達・更新ではなく、調査・比較評価・実証のために必要であることを説明してください。
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